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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】前後方向に勾配のある目地部を介して設けられ
た左右の床躯体間の目地部を覆う目地プレートを、地震
で左右の床躯体が異なる前後方向に揺れ動いても、安全
に使用することができる勾配のある目地部の床用目地装
を提供する。
【解決手段】目地プレートスライド支持凹部６と、この
目地プレートスライド支持凹部６と対向する前記左右の
床躯体の他方の目地部側の床躯体に形成された目地プレ
ート支持部材８と、目地プレートスライド支持凹部６の
目地部側端部と接触するのを防止できる凹部１０が形成
された、並列配置された複数個の目地プレート１１と、
この複数個の目地プレート１１のそれぞれの後端部を、
他方の床躯体と同方向に移動できるように取付ける目地
プレート取付具１２とで勾配のある目地部の床用目地装
置１を構成する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
前後方向に勾配のある目地部を介して設けられた左右の床躯体の一方の目地部側の床躯体
に形成された、反目地部側が傾斜面の目地プレートスライド支持凹部と、この目地プレー
トスライド支持凹部と対向する前記左右の床躯体の他方の目地部側の床躯体に形成された
目地プレート支持凹部と、この目地プレート支持凹部に後端部が支持され、先端部が前記
目地プレートスライド支持凹部に支持されて目地部を覆う両端部を除く底面が、該目地プ
レートスライド支持凹部の目地部側端部と接触するのを防止できる凹部が形成された、並
列配置された複数個の目地プレートと、この複数個の目地プレートのそれぞれの後端部を
、該複数個の目地プレートの先端部の上下方向の回動が可能で、かつ地震で前記左右の床
躯体が異なる前後方向に揺れ動いた場合に、他方の床躯体と同方向に移動できるように取
付ける目地プレート取付具とからなることを特徴とする勾配のある目地部の床用目地装置
。
【請求項２】
目地部の底面に形成された凹部は弧状、への字状あるいはチャンネ形状のいずれかである
とともに、目地プレート取付具は台形状の係合ピンと、この係合ピンが挿入される目地プ
レートの後端両側部に設けた係合ピン挿入ボックスあるいは目地プレートの後端中央部あ
るいは後端両側部に設けられた蝶番であることを特徴とする請求項１記載の勾配のある目
地部の床用目地装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は目地部を介して設けられた左右の床躯体の目地部の前後方向に勾配のある部分
に設置される勾配のある目地部の床用目地装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、目地部を介して設けられた左右の床躯体間の目地部を覆うために、前記左右の床
躯体の目地部側の一方の床躯体に、反目地部側に傾斜面が形成された目地プレートスライ
ド支持凹部と、この目地プレートスライド支持凹部と対向する他方の床躯体の目地部側に
目地プレート支持凹部と、この目地プレート支持凹部に後端部を支持させ、先端部を前記
目地プレートスライド支持凹部に支持させて目地部を覆う目地プレートと、この目地プレ
ートの先端部を上下方向に回動できるように後端部を前記目地プレート支持凹部に支持さ
せる係合ピンを用いた目地プレート取付具とで構成されていた。
【０００３】
　しかしながら、このように構成された床用目地装置は、左右の床躯体がほぼ同一面の平
坦な所では地震での異なる前後左右方向の揺れ動きを吸収することができ、問題が生じる
ことがないが、左右の床躯体の前後方向に勾配がある場合、地震で異なる前後方向に揺れ
動き、目地プレートの先端部が支持されている一方の床躯体の目地プレートスライド支持
凹部の床面が目地プレートを支持している他方の床躯体の目地プレート支持凹部の床面よ
り高くなると、目地プレートスライド支持凹部の目地部側端部が目地プレートのほぼ中央
底面を押し上げ、目地プレートがシーソー状になって、不安定で、危険になるという欠点
があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４９６９５５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は以上のような従来の欠点に鑑み、前後方向に勾配のある目地部を介して設けら
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れた左右の床躯体間の目地部を覆う目地プレートを、地震で左右の床躯体が異なる前後方
向に揺れ動いても、目地プレートの両端部を目地プレートスライド支持凹部と目地プレー
ト支持凹部に確実に安定状態で支持でき、安全に使用することができる勾配のある目地部
の床用目地装を提供することを目的としている。
【０００６】
　本発明の前記ならびにそのほかの目的と新規な特徴は次の説明を添付図面と照らし合わ
せて読むと、より完全に明らかになるであろう。
ただし、図面はもっぱら解説のためのものであって、本発明の技術的範囲を限定するもの
ではない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は前後方向に勾配のある目地部を介して設けられた
左右の床躯体の一方の目地部側の床躯体に形成された、反目地部側が傾斜面の目地プレー
トスライド支持凹部と、この目地プレートスライド支持凹部と対向する前記左右の床躯体
の他方の目地部側の床躯体に形成された目地プレート支持凹部と、この目地プレート支持
凹部に後端部が支持され、先端部が前記目地プレートスライド支持凹部に支持されて目地
部を覆う両端部を除く底面が、該目地プレートスライド支持凹部の目地部側端部と接触す
るのを防止できる凹部が形成された、並列配置された複数個の目地プレートと、この複数
個の目地プレートのそれぞれの後端部を、該複数個の目地プレートの先端部の上下方向の
回動が可能で、かつ地震で前記左右の床躯体が異なる前後方向に揺れ動いた場合に、他方
の床躯体と同方向に移動できるように取付ける目地プレート取付具とで勾配のある目地部
の床用目地装置を構成している。
【発明の効果】
【０００８】
　以上の説明から明らかなように、本発明にあっては次に列挙する効果が得られる。
（１）請求項１により、地震で左右の床躯体が異なる前後方向に揺れ動き、目地プレート
スライド支持凹部の床面が目地プレート支持凹部の床面より高くなっても、目地プレート
の底面の凹部によって、目地プレートスライド支持凹部の目地部側端部と当接するのを確
実に防止することができる。
したがって、従来のように目地プレートスライド支持凹部の目地部側端部が前後方向の揺
れ動きで目地プレートの中央に当って押し上げるのを確実に防止して、安定状態で目地プ
レートを目地プレートスライド支持凹部と目地プレート支持凹部に支持させることができ
、安全に使用することができる。
（２）前記（１）により、目地プレートの両端部を除く底面に凹部を形成しているので、
地震で左右方向に左右の床躯体が揺れ動き、目地部が広くなったり、狭くなっても、目地
プレートの両端部は目地プレート支持凹部と目地プレートスライド支持凹部あるいは一方
の床躯体の床面に支持され、安定状態で支持される。
したがって、安全に使用することができる。
（３）請求項２も前記（１）、（２）と同様な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明を実施するための第１の形態の平面図。
【図２】図１の２－２線に沿う断面図。
【図３】図１の３－３線に沿う断面図。
【図４】本発明を実施するための第１の形態の目地プレートの説明図。
【図５】本発明を実施するための第１の形態の地震で異なる前後方向に揺れ動き、一方の
床面が上方に位置した状態の説明図。
【図６】本発明を実施するための第１の形態の地震で異なる前後方向に揺れ動き、一方の
床面が下方に位置した状態の説明図。
【図７】本発明を実施するための第１の形態の地震で目地部が広くなるように揺れ動いた
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状態の説明図。
【図８】本発明を実施するための第１の形態の地震で目地部が狭くなるように揺れ動いた
状態の説明図。
【図９】本発明を実施するための第２の形態の平面図。
【図１０】図９の１０－１０線に沿う断面図。
【図１１】本発明を実施するための第２の形態の地震で異なる前後方向に揺れ動き、一方
の床面が上方に位置した状態の説明図。
【図１２】本発明を実施するための第３の形態の平面図。
【図１３】図１２の１３－１３線に沿う断面図。
【図１４】本発明を実施するための第３の形態の地震で異なる前後方向に揺れ動き、一方
の床面が上方に位置した状態の説明図。
【図１５】本発明を実施するための第４の形態の平面図。
【図１６】図１５の１６－１６線に沿う断面図。
【図１７】本発明を実施するための第４の形態の地震で異なる前後方向に揺れ動き、一方
の床面が上方に位置した状態の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面に示す本発明を実施するための形態により、本発明を詳細に説明する。
【００１１】
　図１ないし図８に示す本発明を実施するための第１の形態において、１は前後方向に勾
配２がある目地部３を介して設けられた左右の床躯体４、４を、地震での異なる前後左右
方向の揺れ動きを吸収することができる本発明の勾配のある目地部の床用目地装置で、こ
の勾配のある目地部の床用目地装置１は前記左右の床躯体４、４の一方の目地部側の床躯
体４に形成された、反目地部側が傾斜面５の目地プレートスライド支持凹部６と、この目
地プレートスライド支持凹部６の上面を必要に応じて覆う金属材製の目地プレートスライ
ド支持凹部下地材７と、前記目地プレートスライド支持凹部６と対向する前記左右の床躯
体４、４の他方の床躯体４に形成された目地プレート支持凹部８と、この目地プレート支
持凹部８の上面を必要に応じて覆う金属材製の目地プレート支持凹部下地材９と、前記目
地プレート支持凹部８あるいは目地プレート支持凹部下地材９に後端部が支持され、先端
部が前記目地プレートスライド支持凹部６あるいは目地プレートスライド支持凹部下地材
７に支持されて目地部３を覆う両端部を除く底面が、該目地プレートスライド支持凹部６
あるいは目地プレートスライド支持凹部下地材７の目地部側端部と接触するのを防止でき
る弧状の凹部１０が形成された、隙間なくあるいはわずかな隙間を介して並列配置された
複数個の目地プレート１１、１１、１１、１１と、この複数個の目地プレート１１、１１
、１１、１１のそれぞれの後端部に、該複数個の目地プレート１１、１１、１１、１１の
先端部の上下方向の回動が可能で、かつ地震で前記左右の床躯体体４、４が異なる前後方
向に揺れ動いた場合に、他方の床躯体４と同方向に移動できるように取付けられた目地プ
レート取付具１２、１２、１２、１２とで構成されている。
【００１２】
　前記複数個の目地プレート１１、１１、１１、１１は図３に示すように、正方形状ある
いは長方形状、本発明の実施の形態では長方形状で、底面が両端部を除く部位が弧状の凹
部１０に形成された金属材製の浅皿状の目地プレート本体１３と、この目地プレート本体
１３の後端両側部に設けられた下面に係合ピン挿入孔１４が形成された、前記目地プレー
ト取付具１２の一部を構成する係合ピン挿入ボックス１５、１５と、前記目地プレート本
体１３の先端上部にヒンジ部材１６を介して取付けられたカバープレート１７と、前記目
地プレート本体１３内に充填されたモルタルあるいはコンクリート１８と、このモルタル
あるいはコンクリート１８の上面に必要に応じて設置されるタイルあるいはレンガ等の床
化粧板１９とで構成されている。
【００１３】
　前記目地プレート取付具１２、１２、１２、１２は、前記目地プレート本体１３、１３
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、１３、１３の後端両側部に設けられた係合ピン挿入ボックス１５、１５と、この係合ピ
ン挿入ボックス１５、１５の係合ピン挿入孔１４、１４より内部に挿入される、前記目地
プレート支持凹部８あるいは目地プレート支持凹部下地材９に固定された台形状の係合ピ
ン２０、２０とで構成されている。
【００１４】
　なお、並列された複数個の目地プレート１１、１１、１１、１１の上・下端部に位置す
る目地プレート１１、１１には、地震で前後方向に左右の床躯体４、４が揺れ動いた場合
に生じる隙間を覆うカバー板２１、２１が設けられている。
【００１５】
　上記構成の勾配のある目地部の床用目地装置１は、通常状態では前後方向に勾配２のあ
る目地部３は、図１および図２に示すように並列された複数個の目地プレート１１、１１
、１１、１１で覆われて、車両や人の走行を安全にできるようになっている。
【００１６】
　地震で左右の床躯体４、４が異なる前後方向に揺れ動き、一方の床躯体４の床面４ａが
他方の床躯体４の床面４ａより上方に位置した場合、図５に示すように他方の床躯体４の
床面４ａより一方の床躯体４の床面４ａが高くなるとともに、目地プレート１１、１１、
１１、１１は他方の床躯体４と一体的に移動するため、目地プレート１１、１１、１１、
１１の弧状の凹部１０、１０、１０、１０内へ一方の床躯体４の目地部側端部が位置して
、該部で目地プレート１１、１１、１１、１１を押し上げたりするのを阻止できる。
【００１７】
　地震で左右の床躯体４、４が異なる前後方向に揺れ動き、一方の床躯体４の床面４ａが
他方の床躯体４の床面４ａより下方に位置した場合、図６に示すように他方の床躯体４の
床面４ａより一方の床躯体４の床面４ａが低くなるため、目地プレート１１、１１、１１
、１１の底面が一方の床躯体４の目地部側端部と離れるように動くので、押し上げたりす
ることがない。
【００１８】
　地震で目地部３が広くなるように左右の床躯体４、４が揺れ動くと、図７に示すように
目地プレート１１、１１、１１、１１の先端部が目地プレートスライド支持凹部６あるい
は目地プレートスライド支持凹部下地材７上をスライド移動して、その揺れ動きを吸収す
る。
【００１９】
　地震で目地部３が狭くなるように左右の床躯体４、４が揺れ動くと、図８に示すように
目地プレート１１、１１、１１、１１の先端部が傾斜面５に沿って上方へスライド移動し
て、その揺れ動きを吸収する。
【００２０】
　なお、この場合、カバープレート１７、１７、１７、１７によって目地プレート１１、
１１、１１、１１の先端部に隙間が生じて危険になるのを防止している。
【００２１】
　[発明を実施するための異なる形態]
　次に、図９ないし図１７に示す本発明を実施するための異なる形態につき説明する。な
お、これらの本発明を実施するための異なる形態の説明に当って、前記本発明を実施する
ための第１の形態と同一構成部分には同一符号を付して重複する説明を省略する。
【００２２】
　図９ないし図１１に示す本発明を実施するための第２の形態において、前記本発明を実
施するための第１の形態と主に異なる点は、両端部を除く底面をヘの字状の凹部１０Ａを
形成した目地プレート１１Ａ、１１Ａ、１１Ａ、１１Ａを用いるとともに、蝶番２２、２
2を用いた目地プレート取付具１２Ａ、１２Ａ、１２Ａ、１２Ａを用いた点で、このよう
に構成した勾配のある目地部の床用目地装置１Ａにしても、前記本発明を実施するための
第１の形態と同様な作用効果が得られる。
【００２３】
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　図１２ないし図１４に示す本発明を実施するための第３の形態において、前記本発明を
実施するための第１の形態と主に異なる点は、両端部を除く底面を山形形状の凹部１０Ｂ
を形成した目地プレート１１Ｂ、１１Ｂ、１１Ｂ、１１Ｂを用いた点で、このような目地
プレート１１Ｂ、１１Ｂ、１１Ｂ、１１Ｂを用いて構成した勾配のある目地部の床用目地
装置１Ｂにしても、前記本発明を実施するための第１の形態と同様な作用効果が得られる
。
【００２４】
　図１５ないし図１７に示す本発明を実施するための第４の形態において、前記本発明を
実施するための第１の形態と主に異なる点は、両端部を除く底面をチャンネル状の凹部１
０Ｃを形成した目地プレート１１Ｃ、１１Ｃ、１１Ｃ、１１Ｃを用いるとともに、該目地
プレート１１Ｃ、１１Ｃ、１１Ｃ、１１Ｃの後端部の中央部に幅広の蝶番２２Ａを用いた
目地プレート取付具１２Ｂ、１２Ｂ、１２Ｂ、１２Ｂを用いた点で、このように構成した
勾配のある目地部の床用目地装置１Ｃにしても前記本発明を実施するための第１の形態と
同様な作用効果が得られる。
【００２５】
　なお、本発明の実施の形態では、本発明を実施するための第１の形態や第２の形態の目
地プレート取付具１２、１２Ａを用いてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明は勾配のある目地部を覆う床用目地装置を製造する産業で利用される。
【符号の説明】
【００２７】
１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ：勾配のある目地部の床用目地装置、
２：勾配、　　　　３：目地部、
４：床躯体、　　　　　５：傾斜面、　
６：目地プレートスライド支持凹部、
７：目地プレートスライド支持凹部下地材、
８：目地プレート支持部材、　９：目地プレート支持部材下地材、
１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ：凹部、
１１、１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ：目地プレート、
１２、１２Ａ、１２Ｂ：目地プレート取付具、
１３：目地プレート本体、　　１４：係合ピン挿入孔、
１５：係合ピン挿入ボックス、　１６：ヒンジ部材、
１７：カバープレート、　　　　１８：モルタルあるいはコンクリート、
１９：床化粧板、　　　２０：係合ピン、
２１：カバー板、　　　　　　　２２、２２Ａ：蝶番。
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